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第１回太田西複合拠点公共施設ワークショップ 「新しい太田の風景をつくる」 

 

日時： ５月３０日（日） 

場所： 木崎行政センターホール（太田市新田木崎町１２１５−１） 

時間： １４時～１７時 

参加者：平田晃久 

平田晃久建築設計事務所（外木、渋谷、松田、市古、花輪） 

    国際開発コンサルタンツ（氏原、前川） 

 

目的・内容 

＜前半＞レクチャー   ：計画についての全体説明、WS の趣旨 

グループワーク１：広域計画について 「広域的計画の中でしたいコト、できるコト」の抽出 

＜後半＞グループワーク２：施設について   「この施設でしたいコト、できるコト」の抽出 

 

スケジュール 

＜前半＞ レクチャー＆グループワーク１ 

14:00-14:20 設計チームの紹介と計画案について（p.2-①） 

14:20-14:45 グループワーク１「広域計画について」（p.2-②・③） 

14:45-15:25 テーブルごとの発表・総括 

15:25-15:35 休憩 

 

＜後半＞ グループワーク２ 

15:35-15:40 グループワーク２の説明 

15:40-16:05 グループワーク２「施設について」（p.2-④） 

16:05-16:45 テーブルごとの発表・総括（p.2-⑤） 

16:45-17:00 まとめ（p.2-⑥） 

結果  

 

A グループ 

 

 

 

 

B グループ 

 

 

 

C グループ 

 

 

 

 

D グループ 

 

 

 

E グループ 
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①設計チームの紹介と計画案について 

 

 

 

 

 

 

 

 

②グループワーク１「広域計画について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

③グループワーク１「広域計画について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

このワークショップにはコロナ禍の中、子供

から高齢者まで幅広い年齢の 44 名の方が参

加されました。 

設計者の建築家 平田晃久より、設計チー

ムの紹介と計画案について説明がありました。 

 

 

 

５つのグループに分かれて、対象地及び周

辺の施設等で“したいコト、できるコト”につい

て、「歩く」、「たたずむ」、「本を読む」、「勉強

をする」、「あそぶ」、「集う」、「運動する」、「歌

う」、「飲食をする」、「おしゃべりをする」、「サ

イクリングをする」という 12 種類の行動シール

を貼っていきました。 

 

 

12 種類の行動シールを貼りながら、自由に

この地域でやりたいことを話し合いました。行

動シールで伝えられないことは、ポストイットに

その場所で行いたい行動等について書き加

えていきました。 

最後にグループごとに話し合ったことを発

表しました。 

④グループワーク２「施設について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤テーブルごとの発表・総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

10分の休憩をはさみ、後半のグループワ

ークとしてこの施設で“したいコト、できるコト”

について、前半と同様に行動シールとポストイ

ットを貼っていきました。 

行動シールだけでなく、ポストイットに利活

用のアイディア等を記載し貼っていくことで、

施設のいろいろな使い方を出し合いました。 

 

 

各グループの図面をスクリーンに映し、グル

ープの代表の方にどのような意見が出たのか

を聞きました。グループそれぞれに多様な意

見が発表され、皆さん大変興味深くお聞きに

なっていました。 

 

 

 

 

最後に設計者の建築家 平田晃久よりコメ

ントを頂きました。 

敷地等の条件から出来ることは限られてい

ますが、どの部分が大事になるのか、将来の

子供たちにも喜んでもらえるものがつくれるよ

うに議論していきたいという話が出ました。 
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ワークショップの流れ 

 

全 4回の設計ワークショ

ップ(以下、「WS」)には、各

回にテーマを決め、そのテ

ーマごとに決定し設計を

積み重ねていきます。 

 

設計 WS は設計者と有識

者の Lecture（L）、その後

テーマに沿って選択し案

を 決 定 す る Discussion

（D）、次回 WS への導入検

討とした Exercise（E）と

いう３部構成で行います。 

 

各 WS での議論の要約や

内容は、その場に参加でき

なかった方の関心を高め

議論の素地をつくるため

にも可能な限りインター

ネット上、市民の目に触れ

やすい場所に公開します。 

ファシリテータ(氏原茂将 氏) 
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結果 

各グループのポストイットに記載された意見を見ていくと、設計対象の施設だけでなく、

周辺の施設や大川にも関心が高かったことが分かります。また施設内については、各エリア

を利用することを想像し、課題となることやより良くするためのアイディア・要望がありま

した。全体的にいろいろな場所で飲食をしたいという要望が見られます。また、駐車場や屋

上での様々な利活用についてのご意見がありました。一方で、施設の広さに対して機能が多

いことが指摘されました。全体的に広々とした空間が求められていました。 


